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農作業体験の様子

三
輪
山
の
朝
日

　
桜
井
市
は
ヤ
マ
ト
王
権
の

誕
生
か
ら
国
家
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
い
く
時
代
、
飛
鳥
時

代
以
前
の
古
代
国
家
成
立
の

時
代
に
こ
の
根
拠
地
と
な
っ

た
地
域
で
あ
り
、
３
世
紀
前

半
、
邪
馬
台
国
の
女
王
・
卑

弥
呼
が
統
治
し
た
地
で
は
な

い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

歴
史
的
に
は
日
本
書
紀
、
古

事
記
な
ど
に
数
多
く
登
場

し
、
飛
鳥
時
代
以
前
に

代

も
の
天
皇
の
宮
が
営
ま
れ
た

「
歴
史
文
化
発
祥
の
地
」
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
箸
墓
古
墳
、
纏
向
遺
跡
、

大
神
神
社
、
山
の
辺
の
道
な

ど
日
本
最
古
と
言
わ
れ
る
歴

史
的
文
化
遺
産
が
数
多
く
散

在
し
て
い
る
の
も
地
域
の
特

徴
だ
。

　
桜
井
市
で
も
、
地
域
住
民

と
の
「
飛
鳥
民
家
ス
テ
イ
体

験
」
で
教
育
旅
行
を
受
け
入

れ
て
い
る
。

　
桜
井
に
は
「
日
本
に
初
め

て
」
の
足
跡
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
相
撲
の
原
型
、

力
自
慢
の
２
人
が
初
め
て
力

比
べ
を
し
た
と
こ
ろ
、
最
古

の
劇
場
、
最
古
の
市
、
最
古

の
街
道
、
な
ど
な
ど
。
そ
ん

な
最
初
と
最
古
が
い
っ
ぱ
い

の
魅
力
的
な
場
所
で
、
受
け

入
れ
家
庭
と
の
共
通
体
験
を

育
む
と
共
に
歴
史
舞
台
を
体

感
で
き
る
。 高

取
城
跡

　
高
取
町
に
は
、
古
墳
時
代

か
ら
飛
鳥
時
代
の
遺
跡
が
数

多
く
残
り
、
ま
さ
に
古
代
史

の
宝
庫
で
あ
り
奈
良
県
の
中

で
も
特
に
「
渡
来
人
」
た
ち

が
大
陸
か
ら
も
た
ら
し
た
新

し
い
文
化
が
栄
え
た
地
域

だ
。
中
世
の
歴
史
的
遺
産
も

多
く
、
高
取
城
跡
は
標
高
５

８
３
㍍
の
高
取
山
の
頂
に
残

る
砦
の
よ
う
な
城
跡
で
あ

り
、
日
本
三
大
山
城
に
も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
高
取

城
跡
か
ら
つ
な
が
る
土
佐
街

道
で
は
、
毎
年
３
月
に
開
催

さ
れ
る
「
町
家
の
雛
巡
り
」

で
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、

そ
の
情
緒
あ
る
街
並
み
を
体

感
す
る
。

　
ま
た
、
高
取
と
い
え
ば

「
く
す
り
の
町
」
と
し
て
知

ら
れ
、
現
在
も
多
く
の
製
薬

関
係
事
業
者
が
い
る
。

　
高
取
町
に
お
い
て
も
、
地

域
住
民
と
の
「
飛
鳥
民
家
ス

テ
イ
体
験
」
で
教
育
旅
行
を

受
け
入
れ
て
い
る
。

　
高
取
町
も
含
ま
れ
る
飛
鳥

地
域
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
が
こ

こ
数
年
急
速
に
伸
び
て
い

る
。台
湾
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
な

ど
、
来
訪
す
る
国
々
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
日
本
の
生
活

風
習
や
文
化
を
受
け
入
れ
家

庭
の
人
々
と
一
緒
に
共
通
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
素
晴

ら
し
い
草
の
根
国
際
交
流
が

実
現
し
て
い
る
。

涙の離村式

歴
史
的
町
並
み
・
今
井
町

橿
原
神
宮
で
の
入
村
式

　
千
年
の
歴
史
が
見
え
隠
れ

す
る
橿
原
市
。
大
和
朝
廷
時

代
に
は
歴
史
の
中
心
と
し

て
、
江
戸
時
代
に
は
自
由
都

市
と
し
て
栄
え
た
橿
原
に

は
、
日
本
最
初
の
本
格
的
都

城
　
藤
原
京
跡
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
の
広
大
な
眺
め
は
格

別
だ
。

　
ま
た
、
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
で
あ
り
、
江

戸
時
代
の
面
影
を
残
す
今
井

町
は
散
策
す
る
だ
け
で
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う

な
街
並
み
が
体
感
で
き
る
。

橿
原
神
宮
の
よ
う
な
神
話
と

伝
説
が
交
差
す
る
神
社
仏
閣

は
ど
こ
か
神
秘
的
だ
。
そ
し

て
大
和
三
山
（
畝
傍
山
、
耳

成
山
、
香
具
山
）
な
ど
日
本

最
古
の
歌
集
・
万
葉
集
に
詠

ま
れ
た
場
所
も
数
多
く
あ

る
。

　
橿
原
市
で
も
、
地
域
住
民

と
の
「
飛
鳥
民
家
ス
テ
イ
体

験
」
で
教
育
旅
行
を
受
け
入

れ
て
い
る
。

　
受
け
入
れ
家
庭
で
の
交
流

体
験
以
外
に
も
、
橿
原
な
ら

で
は
の
体
験
が
あ
る
。
歴
史

に
憩
う
橿
原
市
博
物
館
や
橿

原
考
古
学
研
究
所
付
属
博
物

館
で
の
考
古
学
体
験
、
今
井

町
散
策
体
験
で
は
受
け
入
れ

家
庭
の
説
明
に
よ
り
、
一
緒

に
江
戸
時
代
の
街
並
み
を
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

石
舞
台
古
墳

棚
田
保
全
体
験
（
案
山
子
づ
く
り
）

　
明
日
香
村
と
そ
の
周
辺

は
、
飛
鳥
時
代
と
呼
ば
れ
る

６
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
に
か

け
て
の
約
１
０
０
年
間
、
日

本
の
都
が
置
か
れ
、
日
本
の

古
代
国
家
体
制
が
形
成
さ
れ

た
地
域
。
村
内
に
は
石
舞
台

古
墳
、
高
松
塚
古
墳
、
キ
ト

ラ
古
墳
、
亀
石
、
飛
鳥
京
跡

な
ど
の
歴
史
的
文
化
遺
産
が

数
多
く
点
在
す
る
。
ま
た
、

日
本
棚
田
１
０
０
選
の
稲
渕

棚
田
や
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園

（
５
カ
所
）な
ど
の
周
囲
の
自

然
的
環
境
が
歴
史
的
文
化
遺

産
と
一
体
と
な
っ
て
美
し
い

地
域
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　
明
日
香
村
で
は
地
域
住
民

と
の「
飛
鳥
民
家
ス
テ
イ
体

験
」で
教
育
旅
行
を
受
け
入

れ
て
い
る
。各
家
庭
で
の
農

業
体
験
、家
業
体
験
、食
事
作

り
体
験
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
。ま
た
明
日
香
村

の
特
徴
で
あ
る
歴
史
学
習
体

験
で
は
、受
け
入
れ
家
庭
と

一
緒
に
教
科
書
に
も
出
て
く

る
よ
う
な
歴
史
的
遺
産
を
巡

り
、そ
の
説
明
や
地
域
住
民

な
ら
で
は
の
逸
話
な
ど
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た「
通
称
・
明
日
香
法
」

に
よ
る
景
観
保
護
政
策
は
日

本
国
内
で
唯
一
の
取
り
組
み

で
あ
り
、厳
し
い
規
制
の
上

で
成
り
立
つ「
美
し
い
原
風

景
」の
存
在
を
生
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

〒－
奈良県高市郡明日香村島庄５番地

（明日香村商工会館内）

ＴＥＬ：－－
ＦＡＸ：－－
E-mail：info@asukacom.jp
ＵＲＬ：http://www.asukacom.jp

　
奈
良
県
・
飛
鳥
地
域
は
、
約
１
４
０
０
年
前
に
飛
鳥
京
や
藤
原

京
な
ど
の
都
が
置
か
れ
た
歴
史
と
そ
の
ロ
マ
ン
が
あ
ふ
れ
る
地
域

だ
。
日
本
は
じ
ま
り
の
地
・
飛
鳥
で
「
民
家
ス
テ
イ
」
に
よ
る
国

内
外
か
ら
の
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
が
始
ま
り
、
今
年
で
７
年
目

と
な
っ
た
。
明
日
香
村
は
通
称
「
明
日
香
法
」
で
景
観
が
守
ら
れ

た
特
有
の
地
。
そ
こ
を
取
り
巻
く
飛
鳥
地
域
で
は
歴
史
学
習
や
自

然
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
同
時
に
地
域
住
民
と
の
交
流
で
あ

る
民
家
ス
テ
イ
に
よ
り
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
体
験
で
き

る
。
来
年
３
月

～

日
に
明
日
香
村
、
橿
原
市
、
高
取
町
、
桜

井
市
を
会
場
と
し
て
、
「
第

回
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
奈
良
・
飛
鳥
」
が
開
催
さ
れ
る
。
全
国
か
ら
体
験
交
流
型

観
光
の
担
い
手
が
集
う
奈
良
・
飛
鳥
を
紹
介
す
る
。


